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所 信 

 
通信技術とコンピューターの飛躍的な発達を背景に、全く知らない人と文字だけで会話をしたりす

ることも普通になりました。この情報社会において、お互いによく知っている者同士、普通に話した

り食事したりすることは本当に当たり前のようで奇跡だと考えます。 
だからこそ、その奇跡的な場を大事にしないともったいないと思います。その為には、貴重な場で

自分からアグレッシブに仲間と関わり、共有できる時間を創造することは、欠かせません。そうする

ことによって、メンバーとの繋がりが密接になり、そしてＬＯＭ内の縦と横の繋がりがより強いもの

になります。それこそが、明るい豊かなまちづくりへの第一歩となるのではないでしょうか。 
このまちのため積極的に活動できるようにするには、家族の理解と協力、同志の情熱と勇気と友情

が必要です。本年度、交流渉外委員会では、社団法人丹波青年会議所の３８年に亘る先輩方の熱い思

いと伝統を深く心に受け止め、人と人とが語り合い、交じり合い、刺激し合える縦と横の繋がりを大

切にする場、また、私たちを支えていただいている多くの人々に感謝できる場を創造します。 
 そして、丹波青年会議所のメンバーであることを胸に大きな絆への架け橋となり、活気溢れるＪＡ

ＹＣＥＥになるよう繋げていきます。 
 
 
基本方針 

一、アグレッシブに関わっていく 

一、縦と横の繋がりを大事にする 
一、想いをもって、各会に参加する 
 
事業計画（案） 
１．新年例会 
２．納会例会 
３．公式訪問役員懇親会 
４．LOM ニュースの発行 
５．OB との交流事業・懇親会 
６．アンコール JC 
７．各委員会との連携及び支援 
８．理事長諮問に関する事項 
９．会員拡大 


